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イネ細胞質雄性不稔系統に お ける柱頭の 受精能力保持期間 に つ い て

　　 松江　勇次 ・奥 野 　員敏
＊

（福 岡 県農業総合試験 場 ・’北陸農業 試験場）

Change　hl　durat量on 　of 　fertilizing　capac 呈ty　of 　stigma 　of

　　　　 CytoplaSmiC　male 　Sterile 　lines　in　rice

　　　　　 Yuji　MAsTuE　and 　Kazutoshi　OKuNo’

（Fukuoka　Agr．　Res．　Cent．，＊Hokuriku 　Natl．　Agr ．　Exp ．　Stn，）

　 イ ネ の ハ イ ブ リ ッ ド品 種 の 実用 化 に は採種技術の 確立

が不 可 欠 で あ る。こ れ ま で に 中国，ア メ リカ ，日本 な ど

で 行 わ れ た 採種試験 の 結果 に よれ ば ， 細胞質雄性不稔系

統 に お け る 結実 率 は 約 5 〜3Q％で あ っ だ
・2・3 ｝。　 F ，の 採 種

効率が 低 い 主 要 な 原因の
一

つ は，雄性不稔系統 と花粉親

系統の 開花 日 や 開花時刻が 同調 しな い こ と で あ る と 指摘

され て い る 。 両系統 の 開花習性 の違 い を克服 し採種効率

を 向上 させ るた め に，閉頴後 も柱頭 が 露出す る 特性 （柱

頭露 出性） を雄性不 稔系統 に 付与 しよ うとす る試み が な

され て い る 。
こ れ は，柱頭の 受精能力が 除雄後 4 〜5 日

ま で 保持 さ れ る と の 結果
‘’5）

に 裏 付 け られ て い る 。

　本報で は ， 細胞質雄性不稔系統 に お け る柱頭 の 受精可

能期 間及 び そ れ に 対 す る細 胞 質 の 影 響 に つ い て 調 査 し た

の で そ の 結果の 概要 を報告す る。

　　　　　　　　　材料及び方法

　供試材 料 は北陸農業試験場 の 水 田 で 養成 し た 稲 を出穂

期 に 株上げ して使用 した 。
Chinsurah　Boro 　 II由来の 雄

性不 稔細胞質 を もち，核内遺 伝 子 は ア キ ヒ カ リ と準 同 質

な雄 性 不 稔系 統 ［以 下M3 ／7 豪 ア キ ヒ カ リ （ms
− bo＞と

示 す ］ と Lead 　rice 由来 の 雄性不稔 細 胞 質 を もち ， 核 内

遺 伝 子 は ア キ ヒ カ リ と準 同 質 な雄姓不稔系統 ［以下M2 ／

5x ア キ ヒ カ リ （ms − Ed ）と 示 す ］の 2 系統及 びア キ ヒ

カ リ を 胴 い た。雄性 不 稔 系 統 に お け る 核内 遺伝 子 の

hcterozygosityは そ れぞ れ O．8％，3，1％ で あ る と推定 さ

れ た 。

　除雄法 は，雄性不稔系統 を含 む す べ て の 材料 の 穂 を

43℃ の 温 湯 に 6 分30秒間浸 漬 し除 雄 した。試験 に は温 湯

処 理 後 に 開花した 頴 花 の み を使用 し た。授粉 は除雄当日

か ら 6 日 後 ま で 行 い ，交配 に 当 っ て は 交醍 直前 に，閉 じ

た頴 花の 先端 を切 除 し， ア キ ヒ カ リを共 通 の 花粉親 と し

新鮮 な 花粉を授粉 した 、 交配 は 午前10〜12時 の 間に 実施

した。

　な お ， 除雄後 1 〜6 日 に 交配す る 材料 に つ い て は 袋 か

け後，直 射 日光 を避 けて 室 内 に 設 置 した 。 結 実 率の 調 査

に は，各処理 区 と も100〜300頴花を供試 した。

　　　　　　　　　結果及び考察

　M3 ／7　m ア キ ヒ カ リ （ms
− bo），　 M2 ／5　n ア キ ヒ カ リ

（ms − ed ）及 び ア キ ヒ カ リと も除雄後，授粉せ ずに 設置

し た 区で の 結実率は い ずれ も 1％以 下 で あ り， 除雄が 不

完全 で あ っ た り， 細胞質雄性不稔性が 白然回復す る こ と

等 に よ る 自殖種子 の 形 成 はほ とん ど認 め られ な か っ た 。

　除 雄 当 日 か ら 6 日後 の 結実率 の 推移 を 第 1図 に 示 す 。

　ア キ ヒ カ リ に つ い て み る と，除 雄 当 日 の 結実率 は

72．8％で あ り，以後急速 に 減少 し た が 6N 後 で も 5 ％ の
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第 1図　細胞質雄性 不 稔系統 お よび ア キ ヒ カ リの 柱

　　　　頭 の 受精能力の 変化

　　注 〉 ○ ： ア キ ヒ カ リ，◎ ；M3 ／7　su ア キ ヒ カ リ

　　　　（ms − bo）， ◎ ：M2 ／5 楽 ア キ ヒ カ リ （ms
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結実率 を得 た 。 こ れ ら の 結果 は 既報 の 結果
4・5）

よ り も 1

・一　2 日長 く受精能力が 保持 さ れ る こ と を示 した 。 し か し ，

こ の 差が 柱頭の 受精能力保持期問 に つ い て の 品種間差異

を反映す る もの で ある か は 明 らか で な い
。

　一方 ， 細胞質雄性不 稔系統で はア キ ヒ カ リに 比べ て 除

雄当日か ら結実率が 高 く，M3 ／7　x ア キ ヒ カ リ（ms − bo）

で は89．5％ ，
M2 ／駆 ア キ ヒ カ リ （ms − 2d ）で は 89．7％

の 値 を 示 した。そ の 後，日数が 経過す る と と もに 結実率

は次第 に低下 し た が，全 期間 を通 して 雄性 不 稔 系 統の 結

実率 は ア キ ヒ カ リよ り も明 ら か に 高 か っ た 。 除雄後 5

〜6 日の 結実率 は M3 ／7 累 ア キ ヒ カ リ （ms − bo）で 約

40％，M2 ／5x ア キ ヒ カ リ （ms − 　ed） で約 15％で あ り，

アキ ヒ カ リの 約 6 ％ を大 き く上 回 っ た 。

　本試験 の 結果で は ， こ れ らの 細胞質雄 性不 稔系 統 は ，

正 常細 胞 質 を もつ ア キ ヒ カ リ に 比 べ て ，柱頭 の 受 精能力

を よ り長期間維持す る こ とが 明 らか で あ D ， 雄性不 稔系

統に お い て は ， 柱 頭 の 受 精 能 力 が 開 花 後 5 日 目に は 喪失

す る との 楊 （1982）の 結果
］）

と
一

致 しな い
。

　また ，本試験 に 供試 し た 材料は い ずれ も ほぼ 同様 な開

花習性 を もつ こ とが 明 らか に され て い る
6）。したが っ て ，

M3 ／ 7　x ア キ ヒ カ リ （ms
− bo），M2 ／5　x ア キ ヒ カ、リ （ms

− 2d ）及び ア キ ヒ カ リに お け る結実率の 差異 は 細胞質の

違い
， あ る い は細胞質 と 核 と の 働き合 い に起因す る と考

え られ る。

　　　　　　　　　 摘 　 　 　要

ハ イ ブ リ ッ ド稲 の 採 種 効 率 を向上 させ る た め，閉頴後

に 柱頭 が 露 出 す る 特性 が 利用 さ れ て い る．こ こ で は ， 細

胞質雄性不稔系統 に お け る柱頭 の受 精能力保持期間 と柱

頭 の受 精能力 に 対す る 細胞質の 影 響 を明 ら か に した。

　 1．細胞質雄 性 不 稔系 統で は ア キ ヒ カ リ に 比 べ て 除雄

当 日か ら 結実率が 高 く，除 雄後 1〜6 日 で は ア キ ヒ カ リ

の 約 2倍 の 結実率を維持 し た。

　2 ．M3 ／7　x ア キ ヒ カ リ（ms − bo），
M2 ／5 楽 ア キ ヒ カ

リ （ms 一
尼d） お よび ア キ ヒ カ リに お け る 結実率の 差異

は ， 胞胞質の 違い あ るい は細胞質 と核 との 働 き合 い に 起

因 す る と 考 え ら れ る。
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